　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第五次総合計画（後期計画）について
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＜後期基本計画の基本的な考え方＞
・基本構想の変更はしない。
　将来都市像の実現に向け，重点目標を設置している。この目標はそのまま継続する。
（将来都市像）
　未来へつづく先進住環境都市・柏
　～笑顔と元気が輪となり広がる交流拠点～
（重点目標）
①充実した教育が実感でき，子どもを安心して産み育てられるまち
②健康寿命を延ばし，いつまでもいきいきと暮らせるまち
③地域の魅力や特性を活かし，人が集う活力あふれるまち

＜後期基本計画の変更点＞
・計画には，「施策・取組」までを位置付け，「事業内容」までは記載しない。
・重点取組事項（仮称）を導入
　※　重点目標に大きく寄与する事業，即効性のある都市の成長に大きく寄与するものを選定していく予定。

＜策定スケジュール＞
・今年度中に方向性を固め，令和２年７月を目途に計画案の調整をする予定。
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用　語 定　義

対象とする範囲

（規模）

位置付け 体系図

教育・こども 地域・活力

重点取組事項

重点目標の理念・戦略を実現するために重点的に実施する

ミッション

【全部局＋企画部】

分野横断的に取り組むもの

※施策評価の対象

後期基本計画

理念・戦略ごとに成果指標を設定

重点目標

2016～2025年までに目指す将来像を実現するために，

重点的に取り組むべき方向性

【全部局】

全庁的に取り組むもの

基本構想

第五次総合計画　重点目標

経営視点

後期計画におけるマネジメント（ヒト・モノ・カネ・情報）方針

＝行政経営方針（マネジメント方針）

【全部局】

後期基本計画の前提条件

後期基本計画

行政経営方針

分野別方針

後期計画における各分野（6分野）が目指すべき

大きな方向性

【部局連携】

部局が連携して目指すもの

後期基本計画

活動指標（アウトプット指標）

部局運営方針

（施策推進方針）

各部局が年度ごとに優先的に取り組む課題と方向性

（予算編成の部局方針と同一）

【各部局】

各部局単位で目指すもの

サマーレビュー

施　策

目指す方向性（重点目標・分野別方針）を実現するため

に，施すべき大きな対策・アクション

【各部局】

各部局単位で取り組むもの

※部門計画にも位置づけ

後期基本計画

各部門計画

構成する取組の成果指標を総評

業務(事務)

事業（活動）を細分化した最小単位の手段

（事務・作業）

【各担当】

各担当ごとに取り組むもの

各部署内

なし（スケジュール管理）

健康寿命

取　組

施策を構成する必要不可欠な成果（状態等）を実現する

ために，施すべき具体的な対策・アクション

【部局内連携】

同部局内で連携して取り組むもの

後期基本計画

各部門計画

成果指標（アウトカム指標）

事　業

成果指標を達成するために，継続的に行う具体的な活動

（政策的と義務的に分類）

【各担当課】

各担当課で主体的に取り組むもの

各部門計画

重点

取組事項

分野別方針

分野別

施策・取組

施策

取組

中間的

事業

業務・事務

政策的

事業
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